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公立豊岡病院日高医療センター

DATA

▲ 併設している健診センター ▲ 日高医療センターの正面外観

三
つ
の
セ
ン
タ
ー
と

　
　

  

特
色
あ
る
医
療

病院

紹介

住所：豊岡市日高町岩中81
電話：0796-42-1611
受付時間：午前診療 7:30～11:00
　　　　　午後診療 7:30～14:00
診療科目：内科、外科、産婦人科、
　　　　　新生児科、眼科、整形外科、
　　　　　皮膚科、痛みの外来　　
病床数：150床（一般110床、療養40床）
http://www.toyookahp-kumiai.or.jp/hidaka/

専門的センター機能と
　　　　　やさしい療養空間の提供

豊岡病院日高医療センター
公立豊岡病院組合立

三木病院長

　

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
豊

岡
市
の
南
部
に
位
置
し
、
旧
日

高
町
の
中
心
地
、
江
原
駅
の
南

西
に
あ
り
ま
す
。

　

小
規
模
で
す
が
、
眼
科
、
透

析
、
健
診
と
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門

的
な
セ
ン
タ
ー
機
能
を
併
設

し
、
慢
性
期
を
受
け
持
つ
療
養

病
床
か
ら
急
性
期
産
科
医
療
ま

で
、
幅
広
く
特
色
の
あ
る
医
療

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
日
高
町
で
の
検
診

事
業
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
生

活
習
慣
病
へ
の
取
り
組
み
を
、

運
動
療
法
を
含
め
た
日
常
診

療
、
各
種
教
室
の
開
催
、
更
に

は
学
会
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
特
色
を
生
か
し
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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健診センター

▲ 組合立病院の中で唯一独立した健診センター施設を有しており、
一般患者さんと分離されたゆったりした環境で、人間ドックなど
をご利用いただけます。

▲ 平成19年9月、ここ日高で眼
科センターを開設して以来、
但馬及び京都府北部の地域
眼科医療の中心として、地
域の開業医の先生と一体と
なって地域の皆様の眼の健康
に尽力して参りました。

　　医療崩壊が叫ばれて久し
いですが、当眼科センターの
取り組みは、医療確保のモデ
ルケースたりうるものと自負
しています。

▲ 療養病床では、慢性疾患等の症状は安定してきて
いるが、継続して療養の必要な患者さまを対象と
しております。日常生活に必要なリハビリテー
ション等を中心に療養をして頂き、1日でも早い
健康の回復と在宅療養・社会復帰を目指しており
ます。

倉員眼科センター長

眼科センター

療養病床

助産師外来

▲  正常分娩を中
心としたお産
を二人の医師
で担い、分娩
件数は年間約
360件にのぼ
ります。

　　ラマーズ法
（心身の緊張
を除いての自
然分娩による
お産）を取り
入れ、夫の立

ち会い分娩も実施、妊婦さんに喜ばれています。
　　子宮がん検診、更年期の方も相談に来られます。

▲ 昭和52年、但馬地方で初の透析施設として開設。
但馬最大規模の施設として地域での透析医療の確
保と、より良い血液浄化療法の提供を目指してい
ます。

透析センター

福永産婦人科部長

▲  病院内の1診療科としての
活動に留まることなく、
夜間の眼科電話相談、他
医療機関との連携・応
援、住民啓発なども実施
しています。

　　県下有数の症例数を有
し、硝子体や緑内障をは
じめとする手術はトップ
レベルにあります。

▲ 正常な妊娠経過をたどって
いる妊婦さんを対象に助産
師が妊婦健診や保健指導を
行う助産師外来を行ってい
ます（完全予約制）。

　　 助産師が積極的に妊産婦
さんと関わることで、安心した
お産や育児へつなげることが
期待できます。

 　　産後の乳房マッサージや
育児指導も行っています。
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○
梁
瀬
医
療
セ
ン
タ
ー

　

常
勤
医
師
三
名
（
内
科
一
、
外
科

二
）
病
床
数
五
〇
床
で
設
備
は
比
較
的

新
し
い
。

　

入
院
外
来
共
に
山
東
地
区
の
患
者
が
大

半
を
占
め
て
お
り
、
救
急
に
つ
い
て
は
、

か
か
り
つ
け
患
者
の
う
ち
急
変
の
可
能
性

の
あ
る
患
者
に
つ
い
て
は
対
応
し
て
い
る
。

○
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー

　

常
勤
医
師
六
名
（
内
科
二
、
整
形
外
科

四
）
病
床
数
一
五
〇
床
で
設
備
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。

　

入
院
外
来
共
に
和
田
山
地
区
で
四
割
を

占
め
る
が
他
の
地
域
か
ら
も
広
く
患
者
を

集
め
て
い
る
。
救
急
に
つ
い
て
は
、
当
直

属
す
る
と
定
め
て
い
る
。

　

○
各
医
療
機
関
で
担
う
べ
き
医
療

・
開
業
医
（
か
か
り
つ
け
医
）

　
　

一
次
医
療
（
軽
度
な
け
が
や
病

気
）
及
び
平
日
昼
間
の
一
次
救
急

を
担
う
。

・
南
但
休
日
診
療
所

　
　

平
日
夜
間
及
び
休
日
の
一
次
救
急

を
担
う
。

・
両
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

入
院
医
療
に
つ
い
て
は
、
内
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
療
養
養
を
で
き

る
限
り
担
う
。
そ
の
他
の
専
門
性
の

高
い
診
療
科
に
つ
い
て
は
、
但
馬
全

域
で
提
供
す
る
。

　
　

外
来
医
療
に
つ
い
て
は
、
専
門
性

の
あ
る
診
療
科
や
入
院
に
直
結
す
る

診
療
科
を
担
う
。

　
　

二
次
救
急
に
つ
い
て
は
、
八
鹿
病

院
と
の
連
携
と
役
割
分
担
に
よ
り
、

診
状
況
は
、
入
院
で
約
四
七
％
、
外
来
で

約
五
〇
％
で
あ
る
。

②
朝
来
市
域
で
担
う
べ
き
医
療

　

○
兵
庫
県
の
保
健
医
療
計
画
の
考
え
方

・
一
次
保
健
医
療
圏
域
は
、
生
活
に
密

着
し
た
保
健
医
療
の
提
供
を
図
る
圏

域
で
あ
り
、
市
町
を
区
域
と
定
め
て

い
る
。

・
二
次
保
健
医
療
圏
域
は
、
入
院
医
療

の
提
供
を
図
る
圏
域
で
あ
り
、
但
馬

全
域
を
区
域
と
定
め
て
い
る
。

・
一
次
救
急
医
療
圏
域
は
、
一
次
救
急

に
対
応
す
る
医
療
機
関
を
確
保
す
る

た
め
の
圏
域
で
、
市
町
を
区
域
と
定

め
て
い
る
。

・
二
次
救
急
医
療
圏
域
は
、
二
次
救
急

（
入
院
を
要
す
る
患
者
に
対
す
る
医

療
）
に
対
応
し
、
一
次
救
急
医
療
機

関
の
後
送
先
と
な
る
病
院
を
確
保
す

る
圏
域
で
、
朝
来
市
は
西
南
但
馬
に

す
る
医
師
の
診
療
科
や
受
け
入
れ
時
間
に

よ
る
制
限
を
し
て
い
る
。

　

な
お
、
両
医
療
セ
ン
タ
ー
共
に
、
赤
字

経
営
が
恒
常
化
し
て
い
る
。

①
朝
来
市
域
の
医
療
の
現
状

　

民
間
医
療
機
関
に
よ
り
内
科
、
小
児

科
、
消
化
器
科
を
中
心
に
幅
広
い
診
療
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

南
但
休
日
診
療
所
は
、日
曜
、盆
、年
末

年
始
の
昼
間
の
一
次
救
急（
帰
宅
可
能
患

者
に
対
す
る
医
療
）を
提
供
し
て
い
る
。

　

救
急
車
に
よ
る
市
内
医
療
機
関
へ
の
搬

送
率
は
約
二
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

朝
来
市
民
の
両
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
受

一　

両
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状

二  

朝
来
市
域
の
医
療
の
現
状
及
び

　

  

朝
来
市
域
で
担
う
べ
き
医
療　

梁
瀬
・
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
連
携
検
討
会
議
報
告

二
月
二
日
、
梁
瀬
・
和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
連
携
検
討
会
議
（
会
長
＝
後
藤
武
・
兵
庫
県
健
康
財
団
理
事
長
）
か
ら
朝
来
市
域
に

あ
る
梁
瀬
・
和
田
山
の
両
医
療
セ
ン
タ
ー
の
連
携
方
策
や
将
来
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
「
報
告
書
」
が
病
院
組
合

管
理
者
（
青
木
俊
彦
）
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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あ
る
程
度
ま
で
の
二
次
救
急
を
担
う
。

①
両
医
療
セ
ン
タ
ー
で
担
う
べ
き
医
療
の

現
状

　

○
入
院
医
療

　

朝
来
市
民
の
両
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
院
割
合
は
約
四
七
％
と
な
っ
て
お

り
、
過
半
数
が
市
外
の
病
院
へ
入
院
し

て
い
る
。
両
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
空
き

病
床
は
あ
る
も
の
の
、
医
師
や
看
護
師

の
不
足
か
ら
、
入
院
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
病
床
の
提
供
が
十
分
に
行
え
て
い

な
い
。

　

○
外
来
医
療

　

梁
瀬
医
療
セ
ン
タ
ー
の
外
来
診
療
科

は
、
内
科
及
び
外
科
で
あ
り
、
ど
ち
ら

も
入
院
に
直
結
す
る
診
療
科
と
な
っ
て

い
る
。

　

和
田
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
外
来
診
療

は
、
入
院
に
直
結
す
る
内
科
及
び
整
形

外
科
を
常
勤
医
が
提
供
し
て
お
り
、
専

門
性
の
あ
る
診
療
科
（
循
環
器
等
）
に

つ
い
て
は
出
張
診
療
に
よ
り
提
供
し
て

い
る
。

　

○
二
次
救
急
医
療

　

救
急
体
制
や
救
急
車
の
市
内
搬
送
率

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ベ
ッ
ド
数
を
確
保

す
る
。

　

○
外
来

・
現
在
の
両
医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
科

を
引
き
継
ぎ
、
か
か
り
つ
け
患
者

（
往
診
等
）
へ
の
対
応
も
行
う
。

　

両
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
朝
来
市
域
で

担
う
べ
き
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

今
あ
る
医
療
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
が
最
も
現
実
的
な
方
策
で
あ
り
、
連
携

或
い
は
一
体
的
運
用
の
究
極
の
姿
と
し

て
、
両
医
療
セ
ン
タ
ー
の
統
合
が
あ
る
。

①
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

　

○
メ
リ
ッ
ト

・
一
つ
の
病
院
に
診
療
科
目
が
統
合
さ

れ
診
療
機
能
が
充
実
す
る
た
め
、
患

者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
。

・
職
員
が
集
約
さ
れ
る
た
め
、
効
率
的

な
人
員
配
置
が
可
能
と
な
る
。

・
費
用
が
削
減
さ
れ
、
経
営
的
に
プ
ラ

ス
に
働
く
。

　

○
デ
メ
リ
ッ
ト

・
統
合
に
よ
り
、
従
来
近
く
で
診
療
を

受
け
て
い
た
患
者
が
遠
く
な
り
、
不

便
を
感
じ
る
。

・
両
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
時
の
地
方
債

残
高
が
あ
る
た
め
、場
合
に
よ
っ
て
は

繰
り
上
げ
償
還
の
可
能
性
が
あ
る
。

②
診
療
機
能

　

○
入
院

・
現
在
の
両
医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
科

を
引
き
継
ぎ
、
朝
来
市
民
の
入
院
の

か
ら
、両
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
担
う
べ

き
二
次
救
急
医
療
は
十
分
に
は
提
供
で

き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

②
連
携
の
方
策

　

○
連
携
の
現
状

　

両
医
療
セ
ン
タ
ー
の
定
期
的
な
連
携

は
、
医
師
に
よ
る
検
診
の
応
援
が
週
二

回
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の

応
援
が
週
一
回
と
な
っ
て
い
る
。
不
定

期
の
連
携
は
、
医
師
に
よ
る
治
療
上
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
急
変
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
。

　

○
新
た
な
連
携
方
策

　

両
医
療
セ
ン
タ
ー
共
に
医
師
数
が
少

な
い
中
で
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、

現
状
の
医
師
数
で
は
、医
師
の
移
動
に

よ
る
医
療
の
連
携
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

新
た
な
医
師
の
確
保
に
よ
る
連
携
の

充
実
は
、
近
年
の
但
馬
地
域
で
の
医
師

確
保
が
困
難
さ
を
増
し
て
お
り
、
早
急

な
解
決
は
困
難
で
あ
る
。

　

連
携
は
余
裕
の
あ
る
部
分
を
融
通
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
す
る
が
、
両

医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
考
慮
す
る

と
、
連
携
に
よ
っ
て
朝
来
市
域
で
必
要

と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
る
。

三　

両
医
療
セ
ン
タ
ー
で
担
う
べ
き

　
　

医
療
の
現
状
と
連
携
方
策

四　

今
後
の
方
向
性

豊岡市

朝来市

出石医療センター日高医療センター

豊岡病院

病床数：一般病床数50床
入　院：内科、外科
外　来：内科、外科
常勤医師数：内科1名、外科2名

梁瀬医療センター

病床数：一般病床数103床
　　　　療養病床数 36床
入　院：内科、整形外科、療養
外　来：内科、整形外科、外科
　　　　循環器科、消化器科
　　　　眼科、泌尿器科、皮膚科
常勤医師数：内科2名、整形外科4名

和田山医療センター



ほすぴたる 第38号（2011. 05. 01）  6

す
る
と
、
機
能
を
集
約
す
る
こ
と
が
現
時
点
で
最
も

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

朝
来
市
民
に
と
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
全
て
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

但
馬
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
る
豊
岡
病
院
や
南
但
の

中
心
的
病
院
で
あ
る
八
鹿
病
院
と
の
連
携
や
機
能
分

担
を
図
り
、
朝
来
市
域
の
公
立
病
院
と
し
て
必
要
な

診
療
機
能
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。

　

機
能
の
集
約
に
当
た
っ
て
は
、
ど
ち
ら
か
の
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
の
集
約
も
理
論
上
あ
り
得
る
が
、

敷
地
面
積
や
地
理
的
な
位
置
等
の
問
題
が
あ
り
、

朝
来
市
域
全
体
の
医
療
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
新

し
い
場
所
に
新
し
い
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
が
合

理
的
で
あ
る
。

　

朝
来
市
域
の
医
療
を
確
保
す
る
上
で
病
院
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
課
題
も
あ
り
、
行
政
（
朝
来
市
）

や
医
師
会
（
開
業
医
）
の
担
う
役
割
も
大
き
い
。
病

院
と
医
師
会
の
よ
り
一
層
の
協
力
関
係
を
進
め
、
両

者
の
協
同
に
よ
る
救
急
医
療
体
制
の
構
築
や
病
診
連

携
の
シ
ス
テ
ム
化
を
検
討
す
る
な
ど
朝
来
市
域
全
体

の
医
療
確
保
を
図
る
と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
。

　

新
病
院
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
及
び
医
師

会
と
も
十
分
協
議
を
行
い
、
諸
課
題
を
解
決
さ
れ
、

早
期
に
両
医
療
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
た
新
病
院
の
建

設
へ
向
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　

○
救
急
医
療

・
八
鹿
病
院
と
の
連
携
と
分
担
を
図

り
、
二
次
救
急
の
あ
る
程
度
ま
で
の

対
応
を
行
う
。

　

○
そ
の
他
の
診
療
機
能

・
透
析
、
回
復
リ
ハ
ビ
リ
、
緩
和
ケ
ア

等
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
患
者
の
動

向
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

③
病
院
の
規
模

・
病
床
数
は
一
五
〇
床
～
二
〇
〇
床
程
度

と
し
、
具
体
的
な
診
療
機
能
や
医
師
数

等
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
。

④
新
病
院
予
定
地

　

新
病
院
は
朝
来
市
域
で
唯
一
の
病
院
で
あ

る
こ
と
か
ら
、最
低
限
、次
の
条
件
に
合
致
し

た
場
所
に
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。

　

○
必
要
な
敷
地
面
積
の
確
保

　

病
院
規
模（
一
五
〇
床
～
二
〇
〇

床
）に
応
じ
た
面
積（
一
万
四
千
㎡
～

一
万
七
千
㎡
程
度
）が
確
保
で
き
る
こ
と
。

　

○
交
通
の
利
便
性

・
鉄
道
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
容
易
な
こ
と
。　

・
救
急
車
の
進
入
が
容
易
な
幹
線
道
路

に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
。

・
朝
来
市
の
四
地
域
（
和
田
山
、
山

東
、
朝
来
、
生
野
）
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
良
い
こ
と
。

　

○
災
害
へ
の
対
応

・
冠
水
、
地
滑
り
、
土
石
流
等
の
自
然

災
害
の
危
険
が
少
な
い
場
所
で
あ
る

こ
と
。

・
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が
複
数
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。（
病
院
が
孤

立
し
な
い
こ
と
。
）

⑤
財
政
的
な
検
討

　

新
病
院
の
建
設
に
際
し
、
活
用
で
き
る

財
源
と
し
て

・「
病
院
事
業
債
」（
病
院
組
合
が
発
行
す

る
建
物
や
医
療
機
器
の
整
備
の
資
金
調

達
の
た
め
発
行
す
る
地
方
債
）

・「
合
併
特
例
債
」（
構
成
市
が
発
行
す
る

市
町
村
合
併
に
伴
っ
て
特
に
必
要
と
さ

れ
る
事
業
に
対
し
て
発
行
で
き
る
有
利

な
地
方
債
）

・「
過
疎
債
」（
構
成
市
が
発
行
す
る
過
疎

地
域
で
事
業
を
行
う
際
に
発
行
で
き
る

有
利
な
地
方
債
）

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
財
源
は
、
で
き
る

だ
け
有
利
な
も
の
を
活
用
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
が
、
構
成
市
と
の
十
分
な
協
議
が

必
要
で
あ
る
。

　

朝
来
市
域
で
は
、
二
つ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
を
連
携
或
い
は
一
体
的
運
用
す
る
こ

と
に
よ
り
医
療
の
確
保
を
目
指
し
て
き
た

が
、
両
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
考
慮

五　

総
括

な
お
、
こ
の
件
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
各
医
療
セ
ン
タ
ー
に

も
報
告
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
医
療
セ
ン

タ
ー
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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他の医療機関で処方されたお薬を使用されている患者さまは、お薬の内容が分かるような、お薬手帳やお薬の説明書を診察の際にご提示いただきますようお願いいたします。他の医療機関で処方されたお薬を使用されている患者さまは、お薬の内容が分かるような、お薬手帳やお薬の説明書を診察の際にご提示いただきますようお願いいたします。

INFORMATION & NEWS

○災害医療チーム活動報告
　災害医療支援のため、豊岡病院から災害医療チームを派遣しました。

東日本大震災救援へ豊岡病院の災害医療チームが出動
東日本大震災により被災された皆様に対し、心よりお見舞い申し上げます。

第1班：ドクターヘリで出動し、仙台市の陸上
自衛隊霞目駐屯地を拠点に災害直後の
患者搬送を中心に活動（DMAT活動）
・医師2名、看護師2名
・期間　2011.3.12～2011.3.13

第2班：救急車で出動し、石巻市立鹿妻小
学校を拠点に避難所での医療活動
を中心に活動
・医師2名、看護師2名、薬剤師1名
・期間　2011.3.23～2011.3.27

　2月15日、豊岡市のマスコット「玄武岩の玄さん」が、豊岡病院に
入院する子供たちのお見舞いにやって来ました。突然の人気者の登
場に、子供や女性が笑顔で駆け寄ったり、持っていたカメラで撮影
するなど、院内は楽しげな雰囲気に包まれました。
　このお見舞いは、今年の正月に、市民から「闘病中の子供たちに
夢と希望を与えてほしい」という年賀状が玄さんに届けられたこと
がきっかけに実現しました。
　玄さんは小児科外来や小児病棟を訪問し、「病気に負けないで」
と子供たちにプレゼントを手渡し、励まして回りました。

豊岡病院に「玄さん」がお見舞いにやってきました

　システムの変更後、しばらくの間は、診察の待ち時間が長くなるなど、ご不便をおかけする場合もある
かと思いますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

5月1日より豊岡病院の医療情報システムが更新されます

＊予約以外の再診患者様の受付方法が変わります

  ・新システム： 再来受付機で番号札を受け取り、各診察受付での再診手続きとなります
  （従前システム： 再来受付機で受診手続き）
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医師の異動のお知らせ

新任医師

退職医師

H23.2.2～H23.4.1

和田山 内科

医長  鈴木　光哉
すず　き　　　みつ　や

医長  幸部　良郎
すず　き　　　みつ　や

豊岡 救急集中治療科
兼但馬救命救急センター

医員  長嶺　育弘
なが みね　　やす ひろ

豊岡 救急集中治療科
兼但馬救命救急センター

部長  家城　隆次
いえ　き　　りゅう  じ

豊岡 心臓血管外科

部長  田中　仁
た　なか　　じん

豊岡 小児科

医長  藤田　秀樹
ふじ　た　　　ひで　き

豊岡 産婦人科

医員  冨田　裕之
とみ　た　　　ひろ ゆき

豊岡 形成外科

医長  金城　紅子
きんじょう　　べに　こ

豊岡 精神科

医長  宮城　崇史
みや　ぎ　　　たか　し

豊岡 整形外科

医員  相模　昭嘉
さが　み　　　あき よし

医員  池田　武史
いけ　だ　　　たけ　し

豊岡 救急集中治療科
兼但馬救命救急センター

豊岡 総合診療科

医員  浦瀬　靖代
うら　せ　　　やす　よ

豊岡 総合診療科

医員  小佐見　光樹
こ　さ　み　　  こう　き

豊岡 総合診療科

医員  金田　好弘
かな　た　　　よし ひろ

豊岡 脳神経外科

山本　祐輔
やま もと　　 ゆう すけ

泌 尿 器 科
心臓血管外科
産 婦 人 科
循 環 器 科
皮 膚 科
麻 酔 科
総合診療科
精 神 科
脳神経外科

病院長
部長
医長
医長
医員
医員
医員

竹内　秀雄
佐藤　友昭
岡田由貴子
中村　浩彰
山口　　綾
山田　恵子
加藤知恵子
石原　知代
塩見　亮司

・
・
・
・
・
・
・
・
・

豊岡病院
豊岡病院
豊岡病院
豊岡病院
豊岡病院
豊岡病院
日高医療センター
豊岡病院
豊岡病院

麻 酔 科
泌 尿 器 科
小 児 科
形 成 外 科
総合診療科
眼 科
整 形 外 科
小 児 科
歯科口腔外科

部長
医長
医長
医員
医員
医員
医員

五嶋　良吉
澤﨑　晴武
木寺えり子
冨田　浩一
北尾　章人
石原　健司
寺嶋　良樹
香田　　翼
磯部　　悠

P未

豊岡 形成外科

野口　晴加
の　ぐち　　 はる　か

豊岡 総合診療部
兼呼吸器科

豊岡 麻酔科

医員  清水　大介
し　みず　　だい すけ

前山　博輝
まえ やま　　 ひろ　き

豊岡 救急集中治療科
兼但馬救命救急センター

豊岡 消化器科

野村　雄大
の  むら　　ゆう だい

豊岡 泌尿器科

熱田　雄
あつ  た　　たけし

豊岡 循環器科

松添　弘樹
まつ ぞえ　　 ひろ　き

豊岡 産婦人科

橋本　佳奈
はし もと　　  か　な

和田山 整形外科

医員  桐月　伸輔
きり づき　　しん すけ

日高 眼科

医員  飯田　悠人
いい　だ　　　ゆう　と

豊岡 歯科口腔外科

医長  青井　陽子
あお　い　　　よう　こ

・
・
・
・
・
・
・
・
・

豊岡病院
豊岡病院
豊岡病院
豊岡病院
豊岡病院
日高医療センター
和田山医療センター
豊岡病院
豊岡病院

豊岡 麻酔科

医長  髙野　貴司
こう　の　　　たか　し

豊岡 外科

医員  坂口　正純
さか ぐち　　まさ ずみ

豊岡 小児科

世戸　博之
せ　 と　　　ひろ ゆき

豊岡 皮膚科

金田　真実
かな　た　　　　ま　み


